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｢子ども｣に対するイメージー女子学生と幼稚園児母親の世代間の比較一
岡野雅子(群馬女子短大)

　【目的】　現代の青年は｢子ども｣をどのように捉えているのだろうか。子育ての意義や

親としての責任を認識することは、青年期の重要な課題項目の一つである。

　本研究は、これから親になる世代である女子大学生と、既に親である幼稚園児の母親を
対象に調査を行い。両群の回答を比較することにより検討する。それにより｢自らの子ど

も期｣を振り返り｢わが子｣を展望することを通して、人間発達と世代的つながりの視点

に気づくことを促し｢親性｣の育成に対する示唆を得たいと考える。

　【方法】　調査対象者は。女子短期大学に在学する学生407名と幼稚園児の母親248名の計

655名である。調査表は10個の設問項目から成る文章完成法であり、剌激語を提示してそれ

に対して想い浮かぶことを自由に記述する。調査時期は、平成9年9～10月である。

　【結果と考察】①｢子どもは｣の剌激語に対して。元気･かわいいは両群とも多いが、うる

さい･小さいは学生群に。宝･活発は母親群に多い。②｢わが子は｣には、両群とも4割がかわ

いいと答え、母親群は大切･いとおしい･難しいが多い。③｢私が子どもだったとき｣には、
学生群が生意気･かわいい、母親群は遊んだ･自由･のびのび･幸せが多い。④｢これからの子

どもは｣には。学生群は生意気が多いのに対して母親群は大変･かわいそう・自分をしっかり
持って･思いやりある人にが多い。⑤回答数は母親群の方が多く、プラスイメージが多いも

ののマイナスイメージは相対的に｢子どもは｣｢私が子どもだったとき｣の学生群で多い。rわ
が子は｣の母親群はプラスもマイナスも多い。⑤これらの結果から、学生群に比べて母親群

の回答は多様でかつ両価的な場合が多く、｢子ども｣に対する視点の多面性がうかがえる。
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＜目的＞　本研究は、ｼﾞｪﾝﾀﾞｰｲｸ行ｲの意識を育てるための教育の内容を、より小学生児

童の実態に即して検討するために、児童の持つジェンダーに関する意識と実態を明らか

にすることを目的としている。

＜方法＞　1996年10月、鳥取市内の公立小学校２校の全学年各１クラス児童とその親、
計386組を対象に質問紙法により調査を行った。

＜結果＞　①将来結婚したときの自分と相手の家事と労働への関わり方に対する考え方

では、３年生以上で同じ様な一定の傾向か見られた。男子児童が女性に家事中心でと考

える傾向にあるのに比べ、女子児童は将来仕事をすることに積極的な児童が多く見られ

た。②3年生以上の児童の考える自分の将来の役割分担像と、その親が児童の将来に望

む役割分担像は、似たような傾向を示していた。しかし、親子で必ずしも一致するとい

う傾向にある訳ではなかった。　③現在、実際にお手伝いとして家事を行うことで、将

来家事分担をすることに積極的になるというわけではないようだが、手伝いたいと思っ

ている児童は将来行うことにも積極的な傾向が見られた。　④男らしさ・女らしさに対

する考え方は、１年生からすでに持っていると考えられた。①の結果と合わせて考える

と、「らしさ」と「性別役割」が結びついていくのが3.4年生の時期なのではないかと

考えられ、この時期の教育か特に重要だと思われる。今後この点について検討を重ねて
いきたい。
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